
 

6月４日はむし歯予防デーです！

 

お す す め 絵 本 

 『 せんたくやさんのググ 』 
 

                               作・絵  関根 知未  教育画劇 

  

 アライグマのググは、どんな汚れもきれいに落とすと評判のせん

たくやさん。ある日、ゾウさんに頼まれた洋服を見てビックリ！  

ゾウさんの洋服の大きいこと。せんたくが間に合わないと思い、仲

間たちに手伝いをお願いするのでした。 

中でもパンダのアイロンがけはなんともいえない可愛さです！ 

『 こんとあき 』 
 

                                   林 明子 さく  福音館書店 

 
 こんとあきは、あきが生まれた時からずっと一緒。こんは、だ

んだん古くなってうでがほころびてしまいました。そこで、こん

のおばあちゃんがいる砂丘町に帰って、直してもらうことに。 

 こんとあきの２人旅はドキドキハラハラですが、お互いを思う

気持ちが、場を暖かくしてくれるように感じます。   

発達に応じた食育 

 食べる機能が著しく発達する０・１・２歳児ですが、スプーンなど

の食具の自立をこの時期に急ぐ必要はありません。「自分で食べた

い」気持ちが育つのを焦らず待ちましょう。食具を使い始めるタイミ

ングにとらわれすぎず、子どもの発達や意欲に合わせて進めていくこ

とが望ましいです。 

《 手づかみ食べは大事なステップ 》 

 生後９か月頃から手づかみ食べが始まり、それまでの「食べさせてもらう」と

いう受動的な状態から、自らの意思で食べる能動的な行動へ食体験が変化し

ていきます。手づかみ食べをすることで、目、手、口の協調動作が円滑になっ

たり、ひと口量がわかるようになり、奥歯で噛む力が育成されます。 

 これらの手づかみ食べで得られる経験は、食への興味を深めるとともに、食

具を使って食べることにもつながっていきます。 

《食具の自立の流れ》 

 スプーンは子どもが自分で操作する初めての食具です。食事への意欲が

高まり、スプーンを持ちたがる姿が見られたら使い始めます。 

 サポートする際は、子どもから見えやすい位置（利き手の斜め前）に座

り、食べ物をすくって見せたり、ひじに手を添えて補助します。口に入れ

るところは自分でさせるようにし、自分で食べた達成感が得られるサポー

トを行うことが大切です。慣れないうちは、手づかみ食べとスプーンを持

つことが混ざっていても構いません。手指の機能の発達に合わせて自然と

持ち方を変え、使い方も上達するため、無理に指導する必要はないです。 

☆１２～１８ヶ月頃の手づかみにおすすめメニュー☆ 
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